
　財務数値目標では、計画期間3年目の2022年度末時点で
ROE（自己資本利益率）8%をめざします。株主還元の指標と
しては、中期経営計画期間中の配当性向20～30％を目標に
設定。業績数値目標においては、人財・技術・事業への投資の
実行によって、2022年度に連結売上高2,340億円、営業利
益102億円、当期純利益65億円をめざします。

　20 1 9年度までの中期経営計画の達成によって経営
基盤の基礎づくりを果たし、2020年度より長期ビジョン
〈TOA2030〉の実現をめざし、経営基盤の強化のため、事業

構造の変革に向けた投資を加速し、3年間で100億円規模
の投資を実施します。
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研究開発投資

洋上風力対応も含めた作業船の建造・整備

 ＩＣＴ化の推進

研究設備の増強も含めた研究開発活動の強化

差別化できる技術のさらなる強化

全世代を対象とした育成プログラムの強化

戦略的採用活動

海外営業拠点の拡大

ＲＰＡ/ＡＩの導入も含めた全社横断的な業務効率化

　3年間で

人財投資 事業領域の拡大・生産性の向上

設備投資

100億円
規模の投資
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